
の過程を解明する糸口を得ることを目的としている｡

突放に用いたHbは次の霊長塀から採取した｡ツバイ

･ギャラゴ･スローロ1)ス (原猿塀),マソトヒヒ･ニ

ホソザル (旧世界ザル), リスザル ･クモザル (新世界

ザル),7'slルテナガザル･シロガオテナガザル (臥

独)｡

新鮮な血球を溶血させ,一酸化炭素を飽和させ,一酸

化6!邦へモグロピソ (COIHb)とし,イオソ交換クロ

マトグラフィーにより精封した｡オキシへモグロピソ

(OrHb)は.精製COIHbを酸素加圧下で白色光を庶

射することにより得た｡

可視部飼域でのCDスべクT･)レはすでに報告されてい

るヒ7.のものとほとんど一致しており,また,サ/レの超

族および グループ間の相異はほとんど見られない｡但

し,02-HbのソーV帯のCDバソFは, ヒトのに比べ

て数nm長波長側にシフ†しており,サルとヒトのHb

のヘムの存在状態に若干の相異があることが判明した｡

近視外領域でのCDスペクトルはサルの超掛こより僅か

ではあるが相異があり,芳香族アミノ酸残基の存在状態

が異っていることを示している｡遠視外部領域のCDバ

ソドの大きさから井出したHbのα-ヘリックスの含宜

は約60%前後であり,種による変化は鋭察されなかった

が,ツ/くイのHbは80%を示し,ツイパHbが他の霊長析

Hbと臭っている可能性が示唆された｡現在デオキシHb

について測定しており,さらにα貞札 β鎖についても解

析する予定である｡

霊長規各分類群の上肢の筋の形態学的特徴に

ついてl)

本間 敏彦 (順天堂大･医)

昭和50年度共同利用研究にひきつづくものとして次の点

について正点的に研究した｡

l前腕の正中一尺骨神経交通枝について
ヒトには典常例として存在する前腕の正中一尺骨神経

交皿枝は正長現のある槌については正常なものとして存

在する｡今回観察したもので①存在したものはチソバソ

ジー2)(2),シヤー･7ソ (2),ニホソザJI,(2),アカ

ゲザル (2).カニクイザル (30), クエノン (2),ゲ

ラ〆ヒヒ (1),クモザ ル (1),②存在しなかったもの

1) 学 会 発 表
カニクイザルの前腕における正中･尺骨神経間の交

迎枝について

日本解剖学会第82回総会 (1977年4月)
上肢の茄肉の比較解剖,主に母指の動きに関する筋

肉について｡

茄4回キネッオロジー分科会 (1976年11月)

2) ( )内の数字は例数をあらわす｡

はテナガザル (4),マソトヒヒ く2),パメスモソキ-

(1),スローロリス (1), ツバイ (4),であった｡

近縁の種の間にもこの交通枝の存在に関してはちがいが

みられた｡今回の観察では例数が少なく種内変異がどの

程度存在するのかの検討も今後必要である｡またこの交

通枝が尺骨神経と吻合してからの走行に関してはほとん

どの種で尺骨神経の探枝にも行く所見が得られた｡

皿 母指の動きに関する筋について

母指をうごかす筋のうち長母指屈筋,短母指伸筋はヒ

トに固有の筋といわれる｡これらの筋は母指の末節骨の

動きに重要な働きをする｡このことからヒト以外の霊長

炉では母指の末節骨をうごかす筋がどのようになってい

るかを観察した｡テナガザルではヒトに琉似の長母指屈

筋は存在するがその臓 ま深指屈筋の曲と手取部で虚聞結

合をもちヒトほどには独立した働きをしない｡テンパl/

ジー,マカク屈,マソトヒヒ,ゲラ〆ヒヒ,パタスモソ

キー等では長母指屈筋は存在しない｡これらの種では母

指の末節骨へ行く屈筋跡 よ手根部で探指屈筋の胞より起

っている｡したがってこれらの塩では母指の末節骨の屈

曲は探指屈筋の収縮によっておこなわれる｡またテナガ

ザルを含めこれらの種では母指の基節骨庇につく短母指

伸筋はみられない｡以上のことにより母指の末節骨が他

の指列の指骨とは別に独立して屈曲できるのはヒトにの

みみられる特性と思われる｡

眠寝型頼骨下顎筋の研究

吉川 徹雄 (東京良工大)

タロテナガザルは限筒型であった｡

従来の研究をまとめるとつぎのようである｡

燐骨弓塾 :ツ/tイ科のコモソツパイ;ロt)ス科のコビ

トガラゴ;オマキザル科のヨザル,コモソリスザル,ク

ロクモザル ;マーモセット科のクロクビクマ1)ソ,ジ字

アロイクマ1)ソ｡

限筒型 :オマキザJt,科のカブシソ,･オナガザル科のサ

パソナをソキー,グJLノソ,バタスモソキー,クロマン

ガベ一,カニクイザル,ニホンザル,ゲラ〆ヒヒ;オラ

ソクーメソ科のクロテナガザル,シアマソ〆,オランウ

ータン,ゴ1)ラ,チソバソジ-;ヒト科ヒト,

移行型 :オマキザル科のクロホエザJL,｡

フラソスのガスパールによると,マ-モセット科のV

オソトセーブスも移行塾である｡

以上は弟21回ブt)マーチス研究会で発表.

サルにおけるELA型(ヒト白血球抗原)の研究

鈴田達男,天野栄子 (東京医大)

ヒT･の取扱適合性抗原 (HLA)は臓器移植の際のみ

ならず疾風の免疫迫伝学的解析の面でも虫要性を持って
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